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５.　閉会挨拶
池　田　眞　朗　
　本日は粟田口先生、報告者の先生がた、ご質問をいただきました、慶應義
塾大学教授で前法科大学院長でいらっしゃる片山直也先生、ありがとうござ
いました。手前みそになりますが、おかげさまで本当にハイレベルのフォー
ラムになったと思っております。担保法制の見直し作業に一定の影響を与え
る内容であったのではないかと思っておりまして、武蔵野大学としてはなる
べく早い時期にこのフォーラムを活字化して皆さんにお届けしたいと思って
おります。
　ご参加の皆さんに一言だけ申し上げます。今日のこの実務家中心のフォー
ラムの特長はお分かりいただけましたでしょうか。例えば粟田口先生の報告
の中で、こういうルールが提示されているけれど、これは要るのか要らない
のか。私見ではこういう理由で要らないと思う、という分析がありました。
この辺りなのです。つまり学理的な整合性や観念的な、言葉でいったら悪い
ですが頭の中で考えた有効性、こういうもので立法提案をされるということ
が結構今までありましたが、大事なのは、例えば粟田口先生の「現実の紛争
処理の仕方を考えると、こういうルールは、私は要らないと思う」というよ
うな考え方です。これが、私が言っている行動立法学であって、ここにこそ
実務の先生がたが研究者の先生がたよりも優位に立てる部分が出てくるので
はないか。私はそう思っているのです。
　最後の粟田口先生のお答えにもありましたけれども、久保田さんがおっ
しゃっていたように債権譲渡担保と債権質は実務では使い方が違うのだと。
研究者教員の中には似たようなものだと言っている人が結構おられるけれ
ど、実際実務では使い方がかなり違いますよ。だったらそれに合わせた立法
をすべきではないですか。こういう方向性です。ですから実務の方の意見が
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重視されなければいけない。これからの大学院でいえば、実務家教員が研究
者教員と一緒にいるといいますか、ある意味ではこういうところでは実務家
教員が優位に立つというようなところを私は皆さんに知っていただきたいと
思っていたので、そういう側面からも今日のフォーラムは意義があったので
はないかと思った次第です。
　これをもって本日のフォーラムを終了としたいと思います。ご参加の皆さ
まがた、拍手のマークでも挙手でも結構です。報告者の先生がたに感謝の拍
手を送っていただいて、終了とさせていただきます。本日は本当にありがと
うございました。
［追記］
　本フォーラム終了後、令和三年四月に、「動産・債権を中心とした担保法
制に関する研究会」は報告書を公表し（別冊NBL一七七号（商事法務）参照）、
また、同年同月より、法務省法制審議会担保法制部会において、動産・債権
担保法制の整備に向けた立法論議が開始され、進行している。本フォーラム
で報告・議論された内容は、本フォーラム開催日である令和三年二月一六日
当時のものであり、本誌本号に収録された内容も、その当時のものである。
したがって、開催日当時に取り上げた事項の中には、すでに前記報告書又は
担保法制部会資料において異なる内容に一部変更されている箇所があるもの
の、本フォーラム開催当時の内容をそのまま維持することとし、特に改めて
いないことを付記する。
（粟田口）
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